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目標： 目標：

80%以上 80%以上

80%以上

丁寧な実態把握を行いな

がら、学習指導要領のね

らいに即した３つの観点

に沿って、指導計画を作

成し、授業づくりを行

い、評価する。

80％以上

地震や火災などの訓練や

その事前・事後学習を通

して、児童生徒が自分の

身を守るための基本的な

知識・技術や緊急時の対

応方法を身に付けるよう

指導する。

学習指導要領等のねらいに

即した３つの観点に沿って

授業計画や個別の指導計画

を作成し、授業づくりに取

り組み、評価を図る。

目標： 目標：

教職員が訓練や研修を通し

て危機管理の意識を高め、

個々の役割を理解するとと

もに、児童生徒が防災や防

犯に対処する力を伸ばすた

めの学習や訓練を行う。

目標： 交流及び共同学習におい

て、児童生徒が自分らし

く活動するために必要な

支援を行う。

児童生徒の高等部卒業後

の生活を意識しながら

日々の支援に当たる。

80％以上

全校または各学部で計画的

に手洗いやうがい、マスク

着用などの必要性について

指導を行う。また、強化週

間を随時取り入れ感染予防

を意識できる期 間を設け

る。

児童生徒が手洗いやうが

い、マスク着用などを必

要に応じて行えるように

年間を通して指導を行

う。

交流実施の前後に学級や学

部全体で検討、振り返りを

行い、モデルとなる取り組

みを進める。

重点目標

１　教育課程・学習支援 ２  児童生徒支援 ３　進路支援 ４　学校保健 ５　交流及び共同学習

令和８年度　福井県立清水特別支援学校　スクールプラン

 業務改善のための取組  人権教育の推進  センター的機能の充実

・計画的な校内研修や動画視聴を通して、人権に関

する知識を深め、高い人権意識に基づく適切な言動

を徹底する。

・児童生徒の個性や特性を理解し、教職員が手本と

なって自分も他者も大切にする心情を育み、子ども

たちの自己肯定感を高める。

・いじめ防止を図り、豊かな人間関係の中で道徳的

な心情を育む。

・個に応じたよりよい支援の在り方を共有し、校

内外の研修等を通して、特別支援教育に関する専

門性を高める。

・特別支援学校の専門性を地域支援にいかす。

・地域の特別支援教育の状況を把握し、特別支援

学級関係者に向けた効果的な研修を行ったり助言

したりする。

・校内ＤＸ化を推進し、業務の円滑化・スピード

アップを図る。

・資料の事前配付や議題の精選に努め、各自が会

議内容の事前把握を心掛けて、効率的な会議運営

を行う。

・ホームページ、Google forms、RAKUMEの活

用によって、家庭への連絡・調査のペーパレス化

や速やかな情報の発信・収集を推進する。

学校間交流・居住地校交流・地

域との交流を通して共生社会の

礎を築く。

具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組

一人ひとりの障がい特性に合わ

せた個別最適な学びの実現を目

指す。

児童生徒が安心安全な学校生活

を送るための防災防犯教育を行

う。

児童生徒や保護者のニーズを把

握し、個々の実情に即した進路

を検討しながら進路実現に向け

た支援を行う。

児童生徒の健康な生活の維持・

向上に努め、健康への意識・理

解の向上を図る。

進路希望調査や説明会、学

習会、事業所見学など進路

関連行事のほか、生活や学

習活動など学校生活のあら

ゆる場面で児童生徒の高等

部卒業後の生活を意識した

支援を行う。


